














































かった。3 年後の 1979 年 11 月 17日から22 日にか
けて大連で開かれた中国地震学会創立大会で初め
て公開された。
それによれば、地震による死者は 24 万 2769 人
（唐山、その近郊、天津、北京を含む）、重傷者は
16 万 4851 人、地震による解体した世帯は 1 万




















震発生後の 8 月に、1 日の犯罪件数が平均 6 .8 件、



























































































である。食糧 7611 万斤、ビスケット3644 .7トン、
砂糖 1230 トン、肉 947 .1 トン、野菜 1406 トン、衣
類157 .3万枚、靴41足、炊事道具528 .7万個、マッ
チ 6110 箱、石鹸 1152 箱、洗剤 32 トン、医薬品
293 .7 トン、葦蓆 262 万枚、葦すだれ 154 .2 万枚、
草袋 255 .6 万個、木材 897 .3 万本、竹 101 .4 万本、
亜鉛をメッキした針金 1000 トン、アスファルト
フェルト 86 .51 万巻、鉄クギ 1030 トン、アスベス






















































































養安置意見』（1976 年 11 月 1 日）を通達し、その
手当に取り組んだ。その施策により、唐山市、大





唐山市の世帯数は 29 万 2247 戸であったが、地震
により 2 万 5718 戸（8 .8％）が消え、解体した世
帯数は 1 万 5000 世帯、7000 人以上の妻が夫を失
い、8000 人以上の夫が妻を失った。うち、26-40





































































法』（1997 年 12 月 29 日成立、2008 年 12 月 27 日
















































は 2010 年 7 月 12 日（地震発生 34 年目間近に）に
中国の唐山市で初公開され、大きな反響を呼ん
だ。唐山大地震で崩壊した家の下敷きになった子
















また、公式記念の外に、毎年 7 月 28 日の夜に、
唐山市の至るところで紙を燃やしている風景が見
られる。これは民間信仰としての習わしである死
者供養である。犠牲者が安らかにあの世で過ごさ
れる願いが込められている。
図 35 王子平著『災害社会学』1998年刊
図 36 映画『唐山大地震』ポスター。	
ネットより写真転載
図 37 唐山抗震記念館
図 38 唐山抗震記念塔
